
令和５年度 学校関係者評価 

学校番号 77定 学 校 名 浜松大平台高等学校（定時制） 記 載 者 清水 淳次 

 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

ア 

学習指導法の改善に取

り組み、学力の充実を図

る。 

授業アンケートで

「授業がわかる」率

（R3－86％）、 

「授業が楽しい、充

実している」と感じ

る率(R3-79%) 

を 80%以上とする。 

 

研究授業を相互に

参観する。 

（１人３回以上） 

Ａ Ａ 

・アンケート結果が満足いくもの

になりましたね。 

・相互参観やＩＣＴ活用が素晴ら

しい成果を上げていると感じま

す。 

・「授業がわかる」が 90％を、「楽

しい、充実」が 85％を超えてい

ることは素晴らしい成果だと思

います。授業の相互見学や ICT

機器の効果的活用など先生方の

工夫の成果がうかがえます。 

・授業アンケートの「わかる」「楽

しい」「充実している」で 80%を

超え、生徒さんたちの学ぶことへ

の気持ちがあることは、とてもう

れしく思います。 

望ましい勤労観を育成

し、主体的に進路の実現

に向かって努力できる

ようにする。 

進路だよりを定期

的に（年 9 回）発行

する。 

進路意識向上のた

めに効果的な進路

行事を企画する。 

Ａ Ａ 

・Ｃラーニングの活用は素晴らし

い。 

・外国にルーツを持つ生徒さんが

増加する中、日本は教育に厚い国

でありたい。 

・Ｃラーニング驚きました。更な

る活用に期待します。 

・進路だよりによる情報提供は充

実されているようでした。一方で

「情報発信/提供」にとどまらな

いように、「望ましい勤労観」や

「主体的な進路の実現」に向かっ

た努力という目標を達成してい

るかどうかを効果的に把握でき

る指標があると良いと感じまし

た。 

イ 

基本的生活習慣を確立

させるとともに、社会に

おけるルールやマナー

を理解させる。 

オープンキャンパ

スや職場見学に参

加するなど、自らの

進路決定に積極的

に行動する生徒を

増加させる。 

Ｂ Ｂ 

・なかなか難しいことですが、自

分に自信を持てるような手立て、

自分の〇年後をイメージできる

ような手立てがあるといいです

ね。 

・進路が未決定の生徒、つまり上

記の「…主体的に進路の実現に向

かって努力できる」ところに至る

前段階の生徒さんの支援という

ことで大切だと思います。キャリ



アカウンセリング等、何かしらの

策を取られているのでしょう

か？ 

遅刻に対する共通

理解のもと、学校全

体で遅刻指導をし、

基本的生活習慣の

改善を図る。 

Ｂ Ｂ 

・難しいですね。自分も考えてみ

たいと思います。 

・10分の遅刻で欠課」としたこ

とで遅刻者が減ったと記載があ 

りましたが、「厳しくすれば遅刻

しない」ということなのでしょう

か。（大学生も厳しくするときち

んとするので、恐らくそういう生

徒さんは多いと思います）ただ、

ルールで縛って遅刻しないよう

にするのは全く主体的ではない

ので避けたいですよね。基本的生

活習慣を主体的に整える人にど

う育てるか、とても悩ましいとこ

ろだと思います。 

・常習的な遅刻→「10分の遅刻

で欠課」は納得できます。社会に

出る前に厳しくした方が良いで

すね。 

  

授業や行事などあ

らゆる機会を通じ

て指導する。 

ネットトラブルの

重大性を認識させ、

未然に防ぐ。 

Ｂ Ｂ 

・トラブルがなかったのは何より

です。 

・ネットトラブルについて考える

機会(講座等)があると良いので

しょうか。 

・ネットトラブルは大きな問題に

なりかねず、ネットモラル教育は

重要だと思います。どんな教育が

なされているでしょうか？実際

に起きた事件から学ぶなど、身近

な事例に沢山触れさせるような

講話などが良いのでしょうか。 

部活動入部率 30％

以上を目指す。 

全国大会出場部活

動数 7 以上、上位入

賞５以上を目指す。 

Ｂ Ｂ 

・優位感が多様化する中で新しい

部活の在り方も考えたい。 

・全日制と同じく、活動自体の充

実度を高めていってください。 

・部活動加入率が 22％と目標よ

りも低いですが、活躍している生

徒さんは確実にいらっしゃいま

すのでそこは評価できると思い

ます。 

中学の部活動の扱いも変わって

きましたし、長いスパンでみると

部活動に割く力は徐々に下火に

なっていくような印象を受けま

す。 



校内での挨拶を励

行し、挨拶する習慣

を身につけさせる。 

Ｂ Ｂ 

・継続は力、引き続きあいさつ励

行を進めてください。 

・見学にうかがった際に拝見した

限りでは、生徒さんはしっかり挨

拶してくださいましたので Aと

しました。 

・毎日の生活の中で挨拶は大切な

こと。 

ウ 

個々の生徒に応じた支

援を行い、円滑に学校生

活を送ることができる

ようにする。 

ＳＣやＳＳＷなど

の専門家、外部機

関、校内関係者がチ

ームを作り、連携し

て支援する。 

 

支援を必要とする

生徒についての情

報共有や事例検討

の会を 10 回以上実

施する。また、特別

支援教育に関する

校内研修を実施す

る。 

 

いじめの事前防止、

早期発見、対処のた

めに、基本的な方針

に基づき組織的に

対応する。 

Ａ Ａ 

・職員研修の実施、素晴らしいと

思います。 

・特別な支援が必要な生徒は今後

更に増えていくと思います。事例

研究的な研修が今後益々必要に

なってくると思います。 

・生徒さんがかかえるさまざまな

課題について、きめ細やかな対応

をなさっていると思います。 

エ 

読書指導により、読書量

の増大、質の向上に努め

る。 

読書アンケートを

実施し生徒の読書

傾向を把握する。 

生徒からのリクエ

ストを選書に反映

する。 

新着図書案内を発

行し、読書意欲を喚

起する。 

Ａ Ａ 

・アンケートにより生徒の声を聞

くのはとても良いと思いました。 

・ニーズ把握とそれに応じた選書

は読書習慣のある生徒にはあり

がたいと思います。ただ、読書に

関心がない生徒の読書意欲喚起

の方策としては、図書案内は効果

的なのでしょうか。 

（本に無関心な生徒さんは読書

案内に目を通すのでしょうか。） 

自分の意見を表現する

機会を増やす。 

ワークシートへの

記入やペア活動・グ

ループ活動を行う

授業を増やす。 

Ａ Ａ 

・授業の中での様々な協働場面の

在り方について、研修を深めてほ

しいと思います。 

・協働的な学びのなかで意見を表

現する機会が増えるのは好まし

いと思います。社会に出てからも

役立つと思いますのでキャリア

教育にもかかわるちからが身に

つくと感じました。 

オ 

安全・安心に対する意識

を高めるとともに、教育

環境の整備に努める。 

交通安全教室を実

施するだけでなく、

日常的に交通安全

指導をする。 

 

Ｂ Ｂ 

・日常の指導にも限界がおありだ

と思います。事故の悲惨さや周り

の人々の思いなど学べる機会が

あるといいです(全日制のよう



重大事故ゼロをめ

ざす。また、総事故

件数を前年度より

減少させる。  

な) 

・重大事故はなかったということ

でしたので良かったです。事故と

いっても生徒さんに非があるこ

とばかりではないかと思います

が、小さな事故の原因分析を踏ま

えてどんな事故が多いか、それを

防ぐ手立て、などがうかがえると

良いかと思いました。 

健 診 の 受 診 率 を

100％にする。 

 

朝食摂取調査等を

実施し、関係者間で

情報共有をし、有効

に活用する。 

 

保健だよりを定期

的に発行する。 

Ａ Ａ 

・受診率は 100%ではないのです

か。 

・健康診断受診率は長期欠席の生

徒をのぞきほぼ達成とのことを

評価します。朝食摂取率が 64％

というのは課題とも思えますが、

たとえば夜間定時制の生徒さん

は生活リズムの都合で朝食を摂

るのが困難な面もあるのでしょ

うか。 

危機管理マニュア

ルを定期的に見直

す。実践的な防災訓

練を実施する。 

Ａ Ａ 

・訓練をできるだけ行う。 

・実践的な防災訓練ができたのは

良かったです。 

・学年ごとの防災訓練の実施、良

いと思います。体験することで身

近に感じると思います。 

保健課の安全点検、

職員安全衛生委員

会の職場巡視を実

施し、迅速に修繕や

対応をする。 

 

ＰＦＩ担当者や外

部の施設利用者と

の連絡を密にする。 

Ａ Ａ 

・点検結果や指摘に対して迅速に

対応できたとのこと、評価しま

す。 

カ 

単位制による定時制の

課程特有の諸制度を活

用し、魅力的な学習環境

を整える。 

教育課程等を見直

し、改善する。 

生徒個々の進路希

望、興味、関心に応

じた適切な履修指

導を行う。 

Ａ Ａ 

・できるだけ一人一人に寄り添っ

た履修指導を行っていただきた

いです。 

・新旧混在の時間割は作成した方

も、先生方も混乱しなかなかに大

変であったかと思います。次年度

までは新旧平行で開講されると

のことですのでスムーズに移行

が果たされることをお祈りしま

す。 

魅力的な学習環境を積

極的に広報する。 

ホームページの内

容を充実させ、更新

回数を増やす。 

 

学校説明会や個別

学校見学等できめ

細かな対応をする。 

Ａ Ａ 

・ホームページは大切。子供たち

も良く見て情報収集している。 

・ＨＰ大変ですね。お察しします。

担当の方ありがとうございます。 

・ホームページは十分に充実した

内容で更新もしっかりされてい



ると評価しました。 

キ 

本校の教育活動に関す

る情報を的確に発信す

ることで、保護者や地域

からの信頼を得る。 

「桑の木だより」を

年２回発行する。 

 

外国人保護者に対

して翻訳、通訳など

の配慮をして本校

教育の理解を得る。 

Ａ Ａ 

・積極的な情報発信がなされてい

ると思いました。 

・多言語に対応してくれる事は、

保護者にとっては、コミュニケー

ションをとる上で安心だと思い

ます。 

・定時制の学校見学会は盛況でし

たね。多様な学び方へのニーズも

高まっているのだと思います。大

平台高校の意義は地域にも十分

周知されていると思いますが、中

学校教員に対する周知も含め情

報を発信し続けることは大切で

すね。 

ク 

事務部及び教務部との

連携を一層強化し、充実

した教育活動が行われ

るための環境を整える。 

光熱水費の節約を

教職員に呼びかけ

る。節約した予算を

教育活動に振り分

ける。 

Ａ Ａ 

・物価高騰により様々な学校で経

費削減の苦労をうかがいます。教

育活動に振り分けるために節約

されることは大変評価しますが、

先生方や生徒さんの不便に繋が

らない範囲でどうにか物価高騰

が収まってほしいものです。 

職員のワークライフバ

ランスを改善する。 

月間の時間外勤務

80 時間以上の職員

をゼロにする。 

Ａ Ａ 

・80時間超なし、さすがです。 

・目標どおり、時間外勤務が 80

時間以上/月の職員はゼロであっ 

たとのこと、高く評価しました。

ゆたかな教育をするにはそれに

かかわる人たちの心の余裕も必

須だと思っています。 

 


